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ク ロー ムケ トエ ノ ール 物 質 並 び にD. N. A.の 変 化 に 就 て
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Ⅰ 緒 言

著者 は前 報 に於 て沃 度 酸 曹 達 液 を家 兎 に耳 静 脈 内

注 射 して 網 膜 変性 を惹 起 せ しめ,網 膜 組 織 に 於 け る

精 細 な病 理 組 織学 的所 見 を 殊 に 早 期 の変 化 に注 目 し

つ つ観 察 した.又 同時 に網 膜 の光 化 学 反 応 に深 い 関

係 を 有す る浜 崎氏 汞 ケ トエ ノー ル物 質(Hg-K. E. S.)

の変 化 に就 て 検 索 した.そ の結 果5) Hg-K. E. S.は

網 膜 の組 織 学 的 変 化 に 略 々平 行 して 減 少 消失 す る事

を 認 めNaIO3類 似 の網 膜 変 性 を 起 す モ ノ ヨー ド酷

酸 とNaIO3と の網 膜 組 織 内 に於 け る侵 襲部 位,作

用機 転 の差 異 に就 て 考 察 し,モ ノ ヨー ド酷酸 の 作 用

機 転が 早 期 にK. E. S.の 代 謝 系 に 作 用 す る と考 え

られ るに 対 し, NaIO3で は 細 胞 内 の 他 の代 謝 系 の

方 に作 用 してK. E. S.系 へ の 作 用 は寧 ろ二 次 的 で

あ る如 く見 え る 事 を 推 論 し た.

今 回 は 更 にNaIO3に よ る 網 膜 組 織 殊 に 色 素

上 皮 及 び 視 細胞 内 の ク ロ ー ム ケ ト エ ノ ー ル物 質

(Cr-K. E. S.)並 び にD. N. A.の 変 化 を 追 求 し

モ ノ ヨ ー ド酷 酸 の 場 合 と の 比 較 検 討 を 試 み ん と

し た. Cr-K. E. S.は 浜 崎 氏2)に 依 れ ば 主 成 分

と して 低 分 子D. N. A.及 び そ の モ ノ ヌ ク レ オ

チ ドを 含 み 之 れ に一 定 の リポ イ ドが 結 合 して固 定

され る物 質 で あ る.奥 田氏7)は 蛙 眼 網 膜 組 織 に於 て

ク ロー ムK. E. S.鉄-K. E. S.銅-K. E. S.並 び に

汞-K. E. S.の4種 の ケ トエ ノ ール 物 質 に就 いて 一

連 の比 較検 討 を され, Cr-K. E. S.は 色 素 上 皮 原 形

質 頂 部 及 び色 素 基 底 部 に 於 て は4種 のK. E. S.中

最 も少 量 で あ り,原 形 質 突 起部 に 於 て は最 も多 く,

円柱 体 外 節 内 に は最 も僅 少 で あ る事 を指 摘 され た.

尚又10)胎 児 網 膜 の ケ ト エ ノ ー ル 物 質 に 就 て汞-

K. E. S.が 胎 生 第7ケ 月 に既 に 多量 に証 明 され るに

反し,ク ロームK. E. S.は 第8ケ 月 に於ても尚杵

錐体中に殆んど証明されない事を観られた.更 に11)

錐体網膜であるニワ トリ,カ ナヘビ,イ シガメの網

膜に於て本物質が明暗により色素上皮及び視細胞内

に於て著明に変動を示すという興味深い所見を発表

されている.一 方D. N. A.に 関しては浜崎氏3)及

び其の門下により精細な研究があり,こ のものは主

として核内に存在するが低分子 化 されたものはCr

 K. E. S.と して核以外の部にも証明される事を主張

された.又 古 くより1)光により視細胞其の他の神経

細胞核の染色態度が変化する事が知られて居り本物

質系が生体の物質代謝殊に核物質代謝に重大なる役

割を有する事は言を俟 たない所であり,光 線感受の

際の細胞内物質代謝に核酸が一つの重要な役割を演

ずる事は容易に推考される.

Ⅱ 実 験 材 料 並 び 方 法

前報同様体重2kg前 後の白色家兎に5% NaIO3

生理的食塩水溶液を対瓩1cc宛1日1回 定時 に'耳

静脈内に注射した.注 射後6時 間, 12時間, 24時間

…… と経過を追つて空気栓塞死せしめ直ちに浜崎氏

クローム固定液中に摘出眼を投入して3日 間固定し,

 Cr-K. E. S.に 対しては浜崎氏石炭酸フクシン沃度

法(K. F. J.法)を, D. N. A,に 対しては汞固定を

行つた眼球に就きフオイルゲン反応を行つた.尚 塩

酸加水分解の時間は4分 とした.

Ⅲ 実 験 成 績

1) 正常家 兎網膜のK. E. S,及 びD. N. A,所 見

a) Cr-K. E. S.

色素上皮細胞の原形質は極めて微細顆粒状に淡紫

染する.原 形質内 に は0.5～2μ 大 の類円形Cr-
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K. E. S.が 不規則に散在する.核 は全 く呈色せず淡

明で核と同大位或は稍々大なる,時 には2倍 大位の

円形,不 整 円形の大空 泡を認 め る.空 泡壁 には

K. F. J.法 陽性物質が存在し,中 空性不整形の紫色

塊として認められ,又 中空性半月状の紫色塊として

認あられる事がある.尚 又3～5μ 大の外壁のみ紫

染する中空性円形顆粒が屡々認められる.視 細胞外

節は細長い円柱状を呈 し内容は瀰蔓性に淡紫染 し多

数の約0・3～1μ大の類円形乃至顆粒状のCr-K. E. S.

が中軸に沿い不整念珠状に存在する.内 節は外節よ

り梢々太 く瀰漫性に微細顆粒状に極めて淡紫染する.

外顆粒層,外 境界膜,外 網状層には全 く呈色性を認

めない.バ リット水分別法(B. W. D.)を 行うと色

素上皮内の0.5～2μ 大のCr-K. E. S.並 び に微細

粉末状紫染顆粒及び外節円柱体のCr-K. E. S.は 凡

べて消失するが色素上皮内の空泡壁及び3～5μ 大

の中空性円形顆粒外壁に存在するK. F. J.法 陽性

物質は寧ろ呈色性を増加する傾 向にありD. N. A.

系物質 を含 まない所謂 ケ トエ ノール リポ イド

(K. E. L詳)で ある.

b) D. N. A.

網膜組織の各層共 に核 のみ呈色し他の部分は呈

色しない.核 の呈色性は細胞の種類により差異を示

し色素上皮細胞核は中等度に紫染しクロマチン網は

粗にして仁は鮮明である.外 顆粒層の視細胞核は類

円形又は楕円形を示し核膜は鮮明にして内部のクロ

マチン質は2個 の半円形の塊に分れ対をなして極あ

て強 くフオイルゲン反応を呈する.内 顆粒層の核に

於ては核小体は鮮明に着染するがその他の部は梢々

弱 く反応する.神 経節細胞核は疎な網工形成を示し

一層淡 く着染 している.

2) 注射後6時 間の所見(注 射1回)

a) Cr-K. E. S.

周辺部

色素上皮の原形質は微細顆粒状に極めて淡紫染 し

0.5～1μ 大の顆粒状のCr-K. E. S.が 不規則に散

在 し核と略々同大或は2倍 大位の円形又は不整形の

空泡が存在する.そ の外壁 にはK. F. J.法 陽性物

質が多量に存在し時に半月状又は不整形紫染塊状を

なして認められる.尚 又3～5μ 大の 中空性紫 染

円形顆粒を屡々認める.視 細胞外節は瀰漫性に弱 く

紫染し,そ の中軸に沿つて0.3～1μ 大の稜角性,

類円形,顆 粒状のCr-K. E. S.が 濃紫染して不整念

珠状に散在 している.内 節は外節と明確に区別され

主 としてEllipsoid部 は顆粒状に極めて淡紫染する.

外顆粒層では外境界膜に接して1～2μ 大の類円形

の紫染顆粒を少数認める事がある.其 の他の層には

呈色性を認めない. B. W. D.所 見では色素上皮の微

細顆粒状並びに0.5～1μ 大のCr-K. E. S.及 び外

節内のCr-K. E. S.外 境界膜に接 して少数認める顆

粒は消失するが,色 素上皮に於ける空泡壁乃至中空

性紫染顆粒壁に存在するK. F. J.法 陽性物質は呈

色性が不変で所謂K. E. L.で ある.

赤道部

周辺部の所見と略々同様である.

後極部

周辺部の所見と略々同様である.

b) D. N. A.

周辺部

色素上皮細胞核は中等度に紫染し,ク ロマチン網

は粗にして仁は鮮明である.外 顆粒層の視細胞核は

類円形又は楕円形で核膜は明らかで内部のクロマチ

ン質は2個 の半円形の塊に分れ対をなして極めて強

くFeulgen反 応を呈する.内 顆粒層核はFeulgen

反応梢々弱 く核小体は鮮明に着染する.神 経節細胞

核は疎な網工形成を示 し一層淡 く着染している.

赤道部

周辺部の所見と略々同期である.

後極部

周辺部の所見 と略々同様である.

3) 注射後12時間の所見(注 射1回)

a) Cr-K. E. S.

周辺部

色素上皮細胞原形質は極めて淡 く紫染 し,微 細粉

末状の紫染顆粒が多数散在し正常に比 して梢々小型

の0.5μ 大のCa-K. E. S.が 少数不規則に認めら

れる.又 核と同大乃至2倍 大位の円形,不 整形の空

泡が存在 しその壁にはK. F. J.法 陽性物質が多量

に存在 し時に半月形又は不整形紫染塊状をなして認

められる.尚 約3μ 大の中空性紫染顆粒を屡々認め

る.視 細胞外節円柱体 内 に念珠状に濃紫染される

Cr-K. E. S.は 約0.3～0.5μ 大 で注射後6時 間の

所見に比 して梢々小 さい.内 節は瀰蔓性に極めて淡

紫染 し外節とは鋭利に区別 される.其 の他の層には

全 く呈色性を認めない. B. W. D.に よ り色素上皮

細胞内の空泡壁及び中空性紫染顆粒壁のみ強 く呈色

し,他 のCr-K. E. S.は 凡べて消失する

b) D. N. A.

周辺部

色素上皮細胞核はFeulgen法 で中等 度に紫染し,
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仁も鮮明で略々正常なもの,呈 色性が梢々減弱 し仁

の不鮮明なもの,核 質融解,核 消失を起したもの等

が存在する.其 の他の諸層は注射後6時 間の所見と

同様である.

赤道部

周辺部の所見と略々同様である.

後極部

周辺部の所見と略々同様である.

4) 注射後24時間の所見(注 射1回)

a) Cr-K. E. S.

周辺部

色素上皮は可なり破壊 されていて色素上皮は可な

り破壊 されていて色素上皮細胞原形質は瀰漫性微細

粉末状に淡紫染 し.正 常 像 に見 られる0.5～2μ 大

類円形,顆 粒状のCr-K. E. S.は 殆んど認められな

い.核 と同大又は2倍 大位の 空泡壁のK. E. L.は

梢々減少している.視 細胞外節の呈色性は梢々減弱

し,約0.3～0.5μ 大のCr-K. E. S.は その数と大

さとを減じ,正 常時に念珠状に配列するものが梢々

散在性となる.内 節はEllipsoidの 部分のみ瀰蔓性

に淡紫染し外節とは鋭利 に区別 される. B. W. D .

により色素上皮細胞の空泡壁は呈色性を失わずそれ

以外は凡べて呈色性を失い消失する.

赤道部

周辺部の所見 と略々同様である.

後極部

周辺部の所見 と略々同様である.

b) D. N. A .

周辺部

色素上皮は核消失が著明となり,稀 に残存する核

は呈色性が減弱 し仁が不明である.外 顆粒層の視細

胞核は尚強いFeulgen反 応を呈す るが正常像では

明確に対をなして着染する2個 の半月状核質が梢々

不明瞭となり類円形を呈するものを少数認める.内

顆粒層に於ける核の核小体は明 らかで正常像と同様

である.

赤道部

周辺部の所見と略々同様である.

後極部周辺部の所見と略々同様である.

5) 注射開始後48時間の所見(第2回 目注射後24

時間)

a) Cr-K. E. S.

周辺部

色素上皮細胞原形質 は極 めて淡紫染するのみで

Cr-K. E. S.は 殆んど認められず, K. F. J,法 陽性

物質を有する空泡も僅か認めるに過ぎない.所 々に

胞体が膨大 した上皮細胞を認め,内 に濃紫染した1

～2μ 大の円形顆粒が多数存在している.視 細胞外

節は瀰漫性に紫染 し比較的好染している部分.梢 々

呈色性を減じている部分がある.念 珠状に存在した

類円形,顆 粒状のCr-K. E. S.は 著明に減少し,大

さも小型化 して散在している.内 は節Ellipsoidの

部分のみ瀰漫性に淡紫染し外節とは鮮明に区別され

る.外 顆粒層に於て外境界膜に接 し,或 はそれに近

く約2μ 大の類円形紫染顆粒 を認 め る事がある.

其の他の層には蔓色性 を認めない. B. W. D.に よ

り僅かに認められる空泡壁は呈色するが正常像に比

し相当著明に減少している.其 の他の紫染顆粒は凡

べて呈色性を失 う.

赤道部

周辺部の所見 と略々同様である.

後極部

周辺部の所見と略々同様である.

b) D. N. A.

周辺部

色素上皮では殆んど凡べての核が消失 しFeulgen

反応 は陰 性で あ る.外 顆粒層 の視 細胞核は強 く

Feulgen反 応を示すが2個 の対をなした核質は不明

瞭 となり1個 の桑実状又は塊 状 を呈 す るものが多

く認あられる.内 顆粒層 に於 け る核 は梢 々弱 い

Feulgen反 応を示 し尚核小体は明瞭に認められる.

赤道部

周辺部の所見と略々同様である.

後極部

周辺部の所見略々同様とある.

6) 注射開始後3日 の所見(第3回 目で注射後24

時間)

a) Cr-K. E. S.

周辺部

色 素上 皮 は破 壊消失 し残 存する部分にはCr-

K. E. S.は 殆んど認 め られず,所 々にK. F. J.法

陽性物質の減少 した空泡を認める.視 細胞外節は呈

色性を著明に減 じ, Cr-K. E. S.も その数と大さを

著明に減 じて少数散在する.内 節は殆んど呈色性を

認めない.外 顆粒層に於て紫染顆粒は認められない.

 B. W. D.に より空泡壁が僅か に呈 色性を示 し,他

は全 く呈色性を失う.

赤道部

周辺部の所見と略々同様である.

後極部
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周辺部の所見と略々同様である.

b) D. N. A.

周辺部

色素上皮細胞に於ては殆んど核が消失 しFeulgen

反応は陰性である.外 顆粒層の視細胞核は変性を示

し1個 の桑実状又は塊状を示す核質塊を形成 し,内

顆粒層の核 も夫々正常時に比 し呈色性が梢々減弱 し

ている.

赤道部

周辺部の所見と略々同様である.

後極部

周辺部の所見と略々同様である.

7) 注射開始後5日 の所見(第5回 目注射後24時

間)

a) Cr-K. E. S.

周辺部

色素上皮は殆んど破壊消失し,

視細胞外節も破壊著明となり滴

状,顆 粒状に分解して紫染して

いる.残 存外節部は著明に呈色

性を減じているが滴状,顆 粒状

に分解 したものは比較的好染す

る..稀 に外節部に移行した色素

上皮細胞を認あ胞体は膨大 して

約2～3μ 大の濃紫染円形 顆粒

が充満 している, B. W. D.で は

之等の顆粒は殆んど呈色性を失

うが,所 々色素上皮細胞層に椙

当して外壁のみ輪状に呈色する

所謂K. E. L.を 認める.

赤道部

周辺部の所見と略 々同様であ

る.

後極部

周辺部の所見と略々同様である.

8) 注射開始後9日 の所見(第8回 目注射後24時

間)

a) Cr-K. E. S.

周辺部

色素上皮,視 細胞外節共に殆んど完全に破壊消失

し,内 節先端部 も一部破壊消失 し全層に亘つて殆ん

ど呈色性を認 めな い.従 つてB. W. D.所 見でも

K. F. J.法 陽性物質は認められない.

赤道部

周辺部の所見 と略々同様である.

後極部

周辺部の所見と略々同様である.

第1図

網 膜 組 織 に 於 け る ク ロー ム ケ 卜エ ノー ル 物 質 の 変 化

Ⅳ 総 括 並 び に 考 按

以上 を 総括す れ ば5% NaIO3液 注射後のCr-

K. E. S.所 見は注射後6時 間では網膜全層に亘つて

殆んど正常像と差異は認められない.注 射後12時 間

では色素上皮細胞原形質内に認められる正常時0.5

～2μ 大類円形,顆 粒状のCr-K. E. S,が 幾分小型

となり,円 柱体外節内に念珠状に濃紫染されるCr-

K. E. S.も 梢々小型となる.注 射後24時 間では色素

上皮に認められるCr-K. E. S.は 殆んど消失し,空

泡壁に多量に証明された. K. F. J.法 陽性物質即ち

K. E. L.も稍 々減 少 している.外 節の呈色性は梢

々減弱し念珠状に配列したCr-K. E. S.は その数と

大さを減じ梢々散在性となる.注 射開始後48時間で

は色素上皮細胞の破壊が起り,,その原形質内のCr-

K. E. S.は 殆んど認められず,所 々に胞体の膨大し

た上皮細胞内に1～2μ 大の円形顆粒が濃紫染して

多数存在するのを認める.外 節は瀰蔓性に比較的好

染している部分,呈 色性の減弱している部分を認め

Cr-K. E. S.は 著明に減少し配 列は散在性となる.

注射開始後3日 では色素上皮 は破 壊 消失し所々に

残存 す る部 分 に もCr-K. E. S.は 認 め られず,
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K. E. L.の 著明に減少した空泡 を認 める.外 節は

呈色性を著明に減じ念研状に配列 したCr-K. E. S.

はその数と大さを著明に減 じ散在している.注 射開

始後5日 では色素上皮は殆んど破壊消失し,外 節も

亦破壊が著明となり滴状,顆 粒状に分解 して,残 存

部は著明に呈色性を減じているが分解した濃状,顆

粒状のものは比較的好染している.稀 に外節部に脱

落移行 し胞体が膨大して約2～3μ 大の濃紫染円形

顆粒の充満 した色素上皮を認める.注 射開始後8日

では色素上皮,外 節共に殆んど完全に破壊消失 し,

内節先端部も一部破壊消失 し全層に亘つ法殆んど呈

色性を認めない.次 にD. N. A.所 見 で は注射後6

時間では正常像と略々同様である.注 射後12時 間で

は色素上皮細胞核が略々正常なもの,呈 色性が梢々

減弱 し仁の不鮮明なもの,核 質融解,核 消失を起し

たもの等が認められるが他の層では対照像と略々同

様である.注 射開始後24時 間では色素上皮の核消失

が著明となり,視 細 胞核は尚Feulgen反 応を強 く

示すが僅かに核変性を認め始める.内 顆粒層には変

化を認めない.注 射 開始後48時 間では色素上皮の

Feulgen反 応は陰性で,視 細胞核には変性を認め,

内顆粒層核には著明な変化を認めない.注 射開始後

3日 では色素上皮ではFeulgen反 応 陰性,視 細胞

核ではクロマチン質の特有な形態が変化 しクロマチ

ンは減少 して いる.内 顆粒 層核 も正 常像に比 し

Feulgen反 応で呈色性が梢々減弱 している.

以上の結果をモノヨー ド酷酸による諸氏の実験成

績と比較検討してみるに,当 教 室上野氏14)の 実験

に於て はモ ノ ヨー ド酷酸25mg/kg注 射後3日 の

ものではH. E.染 色では著 明な変化は認め難 く,

 Cr-K. E. S.に 就ては色素上皮細胞に著明な変化は

認められず視細胞外節に於て一般にCr-K. E. S.の

含有量が著 しく減少している.

D. N. A,に 就ては色素上皮細胞核,視 細胞核,内

顆粒層の核も全体として対照像と著 しい差異は認め

られない.即 ち視細胞外節に未だ明らかな変性所見

を認め難い時期に既にCr-K. E. S.の 減少を認めて

いる.然 るにNaIQ3注 射に よれば前 述の如 く先づ

色素上皮に変化を起し引続いて視細胞外節に及び漸

時内層に進んで視細胞核にも変性を起す事を知つた.

即ち色 素上皮 及び視 細胞 の変性を平行 してCr-

K. E. S.は 減少消失 している.こ の両者の侵襲部位

の差及び作用機転に於て可なりの差異が認められる

事は前報に於て も触 れ た所 であつて,モ ノヨー ド

酷酸注射 よ りMononucleotidを 主成分 とするCr-

K. E. S.が 減少する事は外節内に

Nucleotid〓Nucleosid〓Purinbaseの 変化が

存在 し,明 に於て右方へ暗に於て左方へ移行 し得る

との奥田氏の想定か らそ の各段階14)に 夫々の酵素

が必要でありその酵素に対するモノヨー ド酷酸の阻

害が大きな原因の一つであろうと推論されたのに対

し, NaIO3で は矢張り寧 ろ細胞7内の他の代謝系に

作用してK. E. S.系 への作用 は二次 的で あ る如

く見えるので あ る.

次 にNaIO3注 射 によるCr-K. E. S.の 変 化 を前

報のHg-K. E. S,の 変化 と比 較す るに既述の如 く

共に色素上皮,視 細胞外節の変性に平行 して変化す

るのであるがCr-K. E. S.の 変化は常にHg-K. E. S.

の変化に比し幾分早期に認められている.こ の事は

上野氏もモノヨー ド酷酸変性の実験に於て指摘 した

所であつてCr-K. E. S.はNaIO3注 射に対 しても

亦Hg-K. E. S.よ りも抵抗性が弱いと言う事が出

来る.

外顆粒層のD. N. A.所 見では上野氏14)に よれば,

モノヨー ド酷酸では中毒初期では著変を示さず注射

1週 間前後に於て視細胞核に変性を示す時期に初め

て変化を認めているが私の実験では注射開始48時 間

頃より視細胞核のFeulgen反 応 に変化が現われ始

あている.即 ちFeulgen反 応 は尚強 く示すが正常

時2個 の対をなした核質は1個 の類円形,桑 実状を

呈する核質塊 となるのを認めるのである.又 上野氏

は視細胞内のK. E. S.の 中,外 節部 に多量に存在

するものと視細胞核の周囲に出現す るものとは全 く

その態度を異にし,前 者はモノヨー ド酷酸傷害の早

期に減少消失を来 し,後 者は他の細胞に於けると同

様の変性産物としての態度を示 し正常には認め得な

いか又は極めて少量存す るCr-K. E. S.が 稍々増加

を示 し変性の進行した部では消失するとしている.

著者の実験でもNaIO3注 射後6時 間 と48時間のも

ので外顆粒層内に外境界膜に近 く少量のCr-K. E. S.

を認めているが恐らく同様の意味をもつ ものであろ

う.

然 し最 も重要で興味のあるのは勿論外節部に多量

に存在するCr-K. E. S.で あつてこのもの,意 義に

就ては前述 した所である.内 顆粒層以内の各層に於

けるCr-K. E. S.及 びD. N. A.の 所見には著者の

実験の範囲内に於ては特述すべき変化は認められな

かつた.即 ちNaIO3の 最 も強 く作用する部は網膜

色素上皮,次 で視細胞である様に見え,そ の他の部

には相接の作用は存 しない様である.
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NaIO3,モ ノヨー ド酷酸,高 濃 度酸素吸入, X線

照射等も共に網膜外層の特異な変性を起す点は極め

てよ く似ているが6),そ の作 用機 転は必ず しも同じ

ではない.ヨ ー ド酷酸の作用は古 くから酵素学的に

よ く知られ,そ の侵襲点 も細胞内に於て可なり明か

に推測されるので1ある.併 しNaIO3に 就てはその

作用機序は未だ不明である.此 の物質が他の物と異

る点は前述の如 く色素上皮細胞を特に強 く犯す点で

あつて視細胞の如 くその形態に於て他の体細胞に比

し極めて特異の分化を示 し,細 胞内小器官の排列,

諸種酵素の細胞内に於ける局在性が特殊である様な

細胞が或る種の薬物に対 し特殊の反応を示す事は比

較的理解 し易い所であるが色素上皮細胞はその形態

に於ては視細胞の如き特異性を示 さず且つ或る種の

炎症等の際には著明な増殖をさえ示す点に於てその

生活力は可なり高度であると考え られるにもかかわ

らずNaIO3に 対 し極めて弱い事 はその細胞内の代

謝機転に特異なものが存在する事を暗示す るもので,

細胞内に多量に存在するCr-K. E. S.の 早期に減少

す る事もNaIO3が 色素上「皮細胞の核酸系物質及び

脂質代謝に特に強 く作用する事を示す ものである.

Ⅴ 結 論

1) 著者はNaIO3溶 液を家兎 に静 脈内注射を行

い,之 により起る網膜の変性の際にCr-K. E. S.及

びD. N. A.の 消長を経時的に観察 した.

2) 色 素 上 皮 細 胞1内 のCr-K. E. S.は 注 射 後12

時 間 に於 て 減 少 の傾 向 を示 し, 24時 間 で は全 く消 失

す る.又 ケ トエ ノー ル リポ イ ドも減 少す る.

3) 注 射 後48時 間 で は色 素 上 皮 細 胞 は著 明 に壊死

を 起 し, K. E. S.も 認 め 難 い.

4) 視 細 胞 外 節 内 のK. E. S.も 注 射後12時 間 に

於 て減 少 の 傾 向 を 示 し始 め3日 後 に於 て は著 明 に 減

少 を示 す. 5日 後 に 於 て は外 節 は著 明 な破 壊 を 起 し

K. E. S.も 減 少 す る.

5) Feulgen反 応 に よ るD. N. A.像 は色 素 上 皮

細 胞 核,視 細 胞 核 の 変性 と共 に減 弱 を示 す.

6) 一 般 にCr-K. E. S.は 著 者 の第1報 に報告 し

たHg-K. E. S.に 比 べ れ ば 早 期 に減 少 乃至 消 失 を

示 す.

7) 以 上 の点 よ りNaIO3は 網 膜 殊 に そ の外 層 に

於 て, D. N. A.系 物質 並 び に リ ポ イ ドの代 謝 に対

し作用 を及 ぼす 事 が推 定 され る.

擱 筆 に 当 り御 指 導,御 校 閲 を賜 つ た 赤木 教授 並 び

に 終 始 御 懇 篤 な る御 指 導 御 助 言 を賜 つ た 奥 田教 授に

深 甚 な る感 謝 の意 を 表 し ます.
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附 図 説 明

第1図

1.色 素 上 皮. 2.円 柱 体外 節. 3.円 柱 体 内節4.外 境 界 膜. 5.外 顆 粒 層. 6.外 網 状 層

第2図

1回 注 射後6時 間Cr-K. E. S. (K. F. J.法 染 色)

色 素 上 皮細 胞原 形質 内 に0.5～1μ 大 の顆 粒状Cr-K. E. S.が 不 規 則 に 散在 して い る.他 の 層 は略 々正

常 像 と 同様 で あ る.
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第3図

1回 注 射 後12時 間Cr-K. E. S. (K. F. J.法 染 色)

色 素 上皮 細 胞 内 に 微 細粉 末状 のCr-K. E. S.が 多数 散 在 し稍 々小 型 の0.5μ 大Cr-K. E. S.が 少 数不 規

則 に 認 め られ る.

第4図

1回 注 射後24時 間Cr-K. E. S. (K. F. J.法 染 色)

色 素 上 皮 は可 な り破 壊 され, 0.5μ 大 のCr-K. E. S.は 殆 ん ど 認 め られ ない.外 節 のCr-K. E. S.は

数 と大 き さ とを減 じ散 在 性 に 存在 す る.他 の 諸 層に は 著 変 を 認め な い.

第5図

注 射 開始 後48時 間Cr-K. E. S. (K. F. J.法 染 色)

色 素 上皮 にはCr-K. E. S.は 殆 ん ど認 め られ ない.外 節 の 念 珠 状 に 存在 したCr-K. E. S.は 著 明 に そ

の 数 と大 き さを 減 じ散在 性 とな る.他 の層 には 著変 を認 め な い.

第6図

注 射 開始 後3目(第3回 注 射 後24時 間) Cr-K. E. S. (K. F. J.法 染 色)

色 素 上 皮 は 破 壊 消失 し残 存部 に もCr. K. E. S.殆 ん ど認 め られ な い.外 節 の 呈 色 性 は 著 明 に 減弱 し

Cr-K. E. S.は 著 明 に 数 と大 き さ とを 減 じて少 数 散在 す る.他 層 に 著変 を 認 め な い.

第7図

1回 注 射 後6時 間D. N. A. (Feulgen法 染 色)

略 々正 常 像 と同 様 で あ る.

第8図

1回 注 射後12時 間D. N. A. (Feulgen法 染色)

色 素 上 皮細 胞核 は略 々正 常 な もの.核 質 融解,核 消 失 の た め に 呈 色 姓 が 減弱 し,仁 の不 鮮 明 な もの,

或 は 消 失 して 認 め られ な い ものが あ る.他 の 諸 層 で は注 射 後6時 間 の所 見 と略 々 同様 で あ る.

第9図

1回 注 射後24時 間. D. N. A. (Feulgen法 染 色)

色 紡 上 皮 で は核 消 失 が 著 明 とな り,稀 に 残 存す る核 は 仁 が不 明 で あ る.視 細 胞 核 は 尚強 く着 染 す る が

変 性 を 起 し類 円形 を 呈 す る もの を少 数 認 め る.他 の層 に は 著 変 を 認 めな い.

第10図

注 射 開始 後48時 間(第2回 注 射 後24時 間)D. N. A. (Feulgen法 染 色)

色 素 上皮 では 殆 ん ど核 が 消失 しFeulgen反 応 は 陰 性 で あ る.外 顆 粒 層 の 視 細 胞 核 は強 いFeulgen反

応 を 示す が 変 性 を起 して1個 の 桑 実状 又 は塊 状 を 呈 す るも の を 稍 々 多 く認 め る他 の層 に は 著 変 を 認 め

な い.

第11図

注 射 開 始後3日(第3回 注射 後24時 間) D. N. A. (Feulgen法 染 色)

色 素上 皮 で は 陰 性.外 顆 粒 層 の視 細 胞 核 は 変 性 像 を示 す.
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The Histochemical Studies on the Degeneration of Retina Treated

 with Sodium Iodate.

Report II. On Histopathological Changes and HAMAZAKI'S 

Hg-Keto Enol Substance.

By

Yasuta Koyama

Dept. of Ophthalmology, Okayama University Medical School.
(Director: Prof. Akagi)

The author studied on the early histochemical changes of the peculiar retinal degenera
tion of the rabbit treated with intravenous injection of 5% solution of sodium icdate as the 

preceding report.
The Cr-K E S (chrmo-keto-enol substance of HAMAZAKI), chief constituents of which 

are nucleotides of D N A, in the pigment epithelium and outer segments of rods begins to 
diminish gradually after 12 hrs.

D N A decreases as the pigment epithelium and visual cells degenerate.
In general, the Cr-K E S diminishes and disappears earlier than the Hg-K E S in the 

pigment epithelium and in visual cells.
The authers that sodium iodate acts rather indirectly on the metabolism of the D N A 

and related substances in the outer layers of the retina.
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小 山 論 文 附 図
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